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頁

岩

砂
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互

層

暗

灰～

黒

灰

短棒状～棒状コアを主体とする。GL-5.5
m付近には50～60°程度の亀裂があり、亀
裂面は褐色変質している。
GL-6.5～6.8m間は亀裂が密集し、ブロッ
ク状となる。亀裂面は褐色変質している。
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IV d γ

GL-7.25～8.0m間は礫状～ブロック状コア
が主体となる。割れ目は褐色変質してい
る。
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GL-9.5～9.8m間はブロック状コアとなり、
割れ目は褐色変質している。GL-9.5m付近
の亀裂面には鏡肌構造が見られる。
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GL-10.0～10.2m付近にφ50mm程度の砂岩
を捕獲している。

C～

D
IV d

GL-10.7～10.8m間の亀裂面には1～2mm程
度の暗灰色の風化粘土を挟む。

II～

III
b

GL-11.4～11.6m間の亀裂は70～80°の高
角亀裂で亀裂面には鏡肌構造が見られる。
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β
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γ

GL-11.7～12.0m間はブロック～短棒状と
なり、亀裂面には褐色変質、鏡肌構造が
見られる。
GL-12.4～12.6m間は葉理が発達し、葉理
に沿った亀裂が目立つ、亀裂面には1～3
mmの暗灰色の風化粘土を挟む。
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1～2mmの石英脈を多く挟む
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B III b β 2

短棒状～棒状コアを呈する
1～10mm程度の葉理構造が発達しており、
葉理に沿った亀裂が目立つ。
亀裂面は部分的に褐色変質しているもの
の、概ね新鮮である。
亀裂面に鏡肌構造が見られる所もある。
GL-14.55～14.8mには縦方向の亀裂が見ら
れる。
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ブロック～礫状コアとなる。割れ目は褐
色変質している。
GL-16.7～16.8mは破砕され礫混じりシル
ト状となる。
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短棒状～棒状コアを呈し、新鮮堅硬であ
る。
亀裂は10～20°程度の低角である。
1～3mm程度の石英脈を挟む
GL-20.2～20.4m間の亀裂面には極少量の
褐色粘土が付着し、鏡肌構造が見られる
葉理構造が発達している。
所々にφ20～50mm程度の砂岩を捕獲して
いる。
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1～2mm程度の石英脈を多く含む
砂
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暗

灰
B III b β 2

GL-23.5～23.6m間は石英脈に沿った70～
80°程度の高角亀裂があり、亀裂面は鏡
肌構造が見られる。
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亀裂密集し、礫状コアとなる。D IV d

所々に1～4mm程度の石英脈を挟み、脈に
沿った亀裂が目立つ。
亀裂面には鏡肌構造が見られる。
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破砕されブロック～礫状コアとなる。
GL-26.55～26.75m間に縦亀裂が見られる。
割れ目には極少量の暗灰色粘土が付着す
る。
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GL-26.55～26.75m間に縦亀裂が見られる。
割れ目には極少量の暗灰色粘土が付着す
る。
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GL-25.65,26.7,27.1,27.8,28.1,28.7,29.
5,30.2,30.3～30.4,30.6～30.8m付近にφ
30～80mm程度の砂岩を捕獲する。
全体に葉理構造が発達する。
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1～5mm程度の石英脈を多く含む
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岩
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灰
B III b β 2

GL-31.3～31.5,32.05～32.25m間にφ20～
50mm程度の砂岩を捕獲する。
GL-32.5,32.9m付近に1～3mm程度の石英脈
を含む。
GL-33.1m付近にはφ80mm程度の砂岩を捕
獲する。
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幅10～30mm程度の砂岩を帯状に取込み互
層状となっている。
GL-33.7～34.0m間の亀裂面には1～3mm程
度の黒灰色細礫混じり粘土を挟む。亀裂
面には鏡肌構造が見られる。
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GL-34.4～35.0m間は1～10mm程度の縦方向
の石英脈を挟み、脈に沿った亀裂が目立
つ。亀裂面には鏡肌構造が見られる。
GL-35.0～36.7m間には1～3mm程度の石英
脈とφ30～40mm程度の砂岩を捕獲する。
GL-35.9～36.0m間はやや風化変質し軟質
となっている。
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幅30～50mm程度の砂岩・頁岩互層。層理
に沿った亀裂が多い。GL-36.9～37.3m間
は風化変質により軟質となる。
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γ 3

1～2mmの石英脈を挟み、脈に沿った亀裂
が目立つ。基質は中粒～細粒砂
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β
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10～50mm程度の砂岩の薄層を挟む。1～3
mmの石英脈を含み、脈に沿った亀裂が目
立つ。亀裂面には鏡肌構造が見られる。
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1～3mm程度の石英脈を含む。10mm程度の
頁岩の薄層を挟む。
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